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日本ＣＩＧＲＥ国内委員会 第１３回 国内分科会委員長会議 備忘録 

 

日 時： 平成２３年 ７月 ２０日（水） １３：３０～１７：００ 

場 所： 東京トラック事業健保会館４階 第２会議室 

出席者： 田井委員長，横山副委員長，山口副委員長，小林幹事，今川幹事，福井幹事，服部幹事，水村事務局

員，目黒幹事（記）  

国内分科会 各委員長（ＳＣ Ｄ２：森原氏代理出席） 

 

議 事：  

０．開会挨拶： 田井委員長 

 悪天候で，足元の悪いところで集まっていただき，誠に有難うございます。震災から４ヶ月が経過したわけだ

が，何とか，いろいろな論議も始まってきつつある状況となった。なでしこジャパンの活躍があり，元気を出し

ていかなければならないところ。このような環境では，関係者が一致団結して，前向きな論議をしていかなけ

ればいけないところである。本日は活発なご議論を期待しています。よろしくお願いします。 

 

１. CIGRE 本部理事会（2011 年 6 月開催）議事概要： 目黒幹事 

 ６月１４日，韓国ソウル市内で開催された本部理事会に代理出席した際の概要を報告した。 

 ＴＣ（本部技術委員会）主導で，ＳＣＣ６を核に，ＭＶ／ＬＶ領域をカバーする新ＷＧ設置が検討されている。 

 ＳＣ本部委員長の就任案が承認された。ＳＣＡ３伊藤委員長の本部委員長就任が正式決定した。 

 ２００９年－２０１０年の収支の悪化に伴いパリ大会参加登録費の値上げや準備金の取り崩しが承認され

た。これに伴い，本部での支出について最適化が指向されることになった。 

 ２０１２年パリ大会の参加者は３０００人と想定。各国ＮＣに対して，数値達成ための尽力が要請された。 

 開会式の招待講演者には中国国家電網 Liu 総裁に決定。中国語での講演となる。 

 開会式後のパネルは「HVAC & HVDC for Possible Transmission Overlays/Supergrid」として開催予定。 

 大会ディナーは火曜日に変更になり場所はルーブル美術館となる。 

 メルラン会長，フローリッヒ TC 委員長は２０１２年パリ大会で退任の予定。財務担当：エスメラルド氏が留

任の予定。新候補者については２０１２年６月までに理事会に提案される予定。理事会での選挙で決定。 

 日本が等価会員数において第３位に浮上。ﾌﾞﾗｼﾞﾙ，英国に次ぐもの。中国は第４位。 

 Electra について，印刷版の送付か，ウェブからのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞかを選択するアンケートが配布される予定。経

費削減のため。 

 本年９月にボローニアにおいてシンポジウムが開催される予定。横山副委員長にパネリストとしてご登壇

願う。１０月には AORC の会議がタイにて開催される予定。８件の論文が採択されている。 

 

２. 2012 年第 44 回パリ大会論文投稿状況について： 福井幹事 

 ４月１１日に開催された論文委員会の結果を踏まえて，日本から３５件の論文を本部に投稿し，受信確認があ

ったことを報告。今後，２０１１年 8 月以降に，本論文を準備する予定であることをご説明した。 

 本論文の作成においては，本部所定の様式に，優先議題，著者及びその所属を記載要領に沿って記載して

いただきたい旨をお願いした。 

 

３. CIGRE 会員数の推移と会員数拡大について： 目黒幹事 

 以下の理由により，ＪＮＣとして会員数拡大が急務であることを説明。 

 日本が本部執行委員会の議席を，理事会での選挙を経ないで確保するには，等価会員数でアジア・太平

洋地域で２位以内であることが必要。 

 中国・オーストラリア等が会員数を着実に増加させており，これらを意識しながら，会員数の増加を図って

いく必要がある。 

 会員数増大方策として，２０１０年以降，以下の２項目の施策を実施中。等価会員数：８００の早期達成を短期

的な目標として①若手会員・個人会員の更なる勧誘②事業維持会員にふさわしい企業の紹介をお願いした。 

 これに対して，「ポジションとしては良くなっている。今後とも，（団体会員，個人会員，若手会員数がそれぞ

れ）バランスよく伸びていくように各位のご配慮をお願いしたい」とのご意見を田井委員長からいただいた。 

 

４. 2012 年レギュラーメンバー交代について： 小林幹事 

 ２０１２年については，Ａ２，Ａ３，Ｂ２，Ｂ３，Ｂ４，Ｃ３，Ｃ５でレギュラーメンバーの交代が予定されていることを

ご紹介した。 

 特に，本部委員長を目指した人選にご配慮いただくこととし，ロードマップ案を提示してご説明した。将来，Ｗ

Ｇメンバー，ＷＧコンビーナ，エリアアドバイザの順にステップアップしていくことを踏まえ，ＷＧメンバーの人選

に際しては，戦略を持った人選をお願いした。（例として，Ａ３伊藤委員長の概略の経験をご説明した。ＩＥＣの

検討にも参画する必要があることをご説明した。） 
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 長期的な参画のためには，会社・所属機関からの支援が必須であり，このためにも，トップの理解を得る活動

が重要であるとのご意見をいただいた。 

 

５. 本部よりの TOR に対する対応状況について： 今川幹事 

 資料に沿って，以下をご説明した。 

 本部からの新 WG 結成連絡に対して指名していただいているＷＧメンバーにおいて，コンビーナであっても

会員でない方が居られる。コンビーナについては会員であることが必須。 

 また，Ｂ３，Ｃ１，Ｄ１以外の SC では，国内分科会委員の中の非会員の方の割合が高いことから，各国内

分科会委員長から更なる働きかけをお願いしたい。（ひとつの目安として，各分科会では少なくとも委員の

５０％は会員であるように働きかけをお願いしたい。） 

 ＷＧメンバーの選任に際しては若手の選任をお願いしたい。 

 

６. 2013 年以降のＳＣ会議日本開催について： 福井幹事 

 2011 年についてはＡ２およびＤ１のＳＣミーティングの日本での開催が予定されているが，2013 年以降につい

ては未定であることを報告。近年日本で開催していないＳＣを中心に，積極的に日本に招致することを要請し

た。Ａ３については，伊藤委員長の本部委員長ご就任という状況もあることから，２００５年に開催しているもの

の，再度の開催についても視野に入れていただくようにお願いした。 

 以下のご意見をいただいた。ＪＮＣとして具体的な対応を考えることとした。 

 Ｃ３では，ＥＭＦを扱っている定例会議と SC 会議は独立して動いている状況。２０１３年には１００人規模で

ＥＭＦに関するｺﾛｷｳﾑを日本で開催したい意向あり。プレゼンス向上のためにも財政的な支援をお願いし

たい。現状では３０万円が上限と聞いている。 

 Ｃ４では２０１２年１０月にｺﾛｷｳﾑを開催したい。１００万円程度の資金援助をお願いできれば有り難い。 

 

７. SC 会議，WG・TF 開催支援金の取り扱いについて： 小林幹事 

 ＪＮＣから支出しているＳＣ会議，ＷＧ・ＴＦ開催支援金の取り扱いについて，現状をご紹介した。 

 支援に当たって必要な「報告書の提出」「会計報告書の提出」「ＳＣ会議開催支援金における監査報告書」な

どをご紹介した。 

 ＷＧ／ＴＦ，国内シンポジウムの開催支援金については，使途制限があることをご説明した。 

 

８. JNC 理事会開催時の指摘事項と対応について： 目黒幹事 

 ２０１０年１１月に開催されたＪＮＣ理事会でのご意見への対応状況についてご説明した。 

 「アジア・オセアニア諸国への会員増の働きかけ」「ＪＮＣウェブサイトへの双方向機能追加」「サイエンティフッ

ク・ペーパへの日本案提案」「人材育成」について，国内分科会委員長にもご意見をいただきながら進めて行

きたいとご説明した。 

 

９. 本部／JNC ウェブサイトの改定状況について： 今川幹事 

 本部で行われているウェブサイト改定の進捗状況についてご説明した。２０１２年１月にはリニューアルされた

ウェブサイトの供用が開始される予定であることをご紹介した。 

 これに関連して，Ｅｌｅｃｔｒａを印刷版として受け取るか，ウェブからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするかを選択するアンケートが近々

配布される予定であることを再度，ご紹介した。若手，個人会員のみならず，団体・事業維持・教育機関会員

についても同様なアンケートが代表者に送られる予定であることをご説明した。 

 合わせて，ＪＮＣウェブサイトの改定状況に対しても報告した。 

 

１０． 2011 年 10 月開催 AORC 会議／技術会議対応について： 服部幹事 

 ２０１１年１０月に開催予定のＡＯＲＣタイ会議について現状ご報告した。 

 日本から８件の論文が投稿されていることをご紹介した。 

 現状，横山副委員長にセッションの座長をお願いしているが，今後の調整によっては，もう一名にお願いしなく

てはならない可能性があり，その際には，Ｃ１／Ｃ６からの出席者にお願いをしたい旨，お願いした。 

 

１１． 英国 NGN 活動概要と日本での活動の立ち上げについて：今川幹事 

 英国におけるＮＧＮ活動の概要をご紹介し，日本における同様な活動の立ち上げに向けて検討を行っている

ことをご紹介した。その中で，電気学会Ｂ部門における学生ブランチ活動についてもご紹介した。 

 また，若手技術者への財政的支援の観点から，２０１０年パリ大会参加費の収支差（約４００万円）の活用に

ついても概要をご紹介し，各ＳＣにて活動が継続的に期待できる方を推薦していただくスキ－ムについてご紹

介した。 

 これらの紹介に対して，「継続的な支援となるように考慮のこと」「本年１０月のボローニア大会に向けて仕組

みを検討すること」「第三者からの寄付金のようなものを取り入れる仕組みも検討のこと」とのご意見を田井委
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員長からいただいた。 

 

１２．各ＳＣにおける活動紹介，他： 各国内分科会委員長： 各国内分科会が資料を準備 

 各国内分科会委員長から，各ＳＣでの活動状況と今後の予定等について，今年２月に開催されたＪＮＣ総会

以降の変更点を中心に以下を説明いただいた。 

 

（１） A1： 松本委員長（東芝） 

 国内分科会の会議を１回開催した。メールによる連絡，依頼が主体である。 

 A1.26～A1.30 の５つの新 WG にエキスパートを指名した。A1.31 には東芝から出す方向で調整中。 

 日本より，新ＷＧの TOR 提出中である。発足の暁には名倉氏（日立）にｺﾝﾋﾞｰﾅに就任いただく予定。 

 9 月 8 日より北京においてｺﾛｷｳﾑが開催される予定。日本からは計 4 件の論文が提出されている。 

 

（２） A2： 白坂委員長（日本 AE パワーシステムズ） 

 2011 年 9 月に京都で SC 会議並びに D1 とのｺﾛｷｳﾑを開催予定。3 つの優先議題すべてに計 4 件の論

文を提出した。今年前半は，京都大会準備対応のため，組織委員会，実行委員会，作業会を開催し，活

発に活動している。9 月 7 日から 17 日にかけて計 30 件の AG/WG を開催する予定。会場が４つに分か

れているため，注意が必要。 

 本部関連では，4 件の WG が新規に設置された。WG A2.34（変圧器保守ガイド）が 2011 年 2 月に TB を

発行して活動を完了した。 

 

（３） A3： 伊藤委員長（三菱電機） 

 A3 本部のアドバイザリー会議（本部委員長を補佐する SC ステアリング会議）に伊藤委員長が参画して

いるが，WG の設立・解散の審議の他、変電技術の技術動向が論議されている。欧米において、DC 送電

における直流遮断器及び開閉機器のニーズが新しく取り上げられた。 

 A3：変電機器と B3：変電所において活動領域が類似した WG が設置され，重複した調査が実施されてい

る問題に関連して，本部委員長同士が話し合い、活動領域を再調整していくこと方針が示された。 

 2011 年の SC 会議，ｺﾛｷｳﾑ&ﾁｭｰﾄﾘｱﾙはｵｰｽﾄﾘｱ・ｳｲｰﾝで開催される。2013 年は国家電網の招致を受

け，中国北京での開催が有望視されている。 

 伊藤委員長が本部 SC 委員長に就任することが決定。任期は 2016 年までの 4 年間。2012/3 に本部 TC

に出席することが仕事始めとなる。 

 

（４） B1： 片貝委員長（ジェイ・パワーシステムズ） 

 電力：10，メーカ：4，研究機関：１の 15 名体制で国内分科会を構成して，活動を行っている。 

 本年は，ケーブル関係の会議である JICABLE が開催されたが，直流ケーブル/海底ケーブルに関する

内容が注目を浴びていた。 

 B1.34，35，37，38，40の５つのWGが新規に構成され，活動を開始している。いずれも日本からｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞ

ｨﾝｸﾞﾒﾝﾊﾞｰを出している。 

 B1 の定例会議は中国・上海にて開催される予定。その後，パネルの開催が予定されている。 

 

（５） B2： 前川委員長（JP ハイテック） 

 2011 年の SC 地方大会は，アイスランドにて 7 月に開催された。計 7 名が日本から出席した。 

 SCB２内には，TAG：４，AG：３，WG：１５が活動しており，日本からは，TAG：３，WG：１０の活動に参加し

ている。その他に，１２の WG が新設されており，日本からは５つに参加の予定である。2010 年には 10 冊

の TB が発行され，2011 年には 10 冊の発行が予定されている。 

 TAG０７において，老朽化設備に対する日本の考え方を提示して欲しいとの要請が出て，今後，日本か

ら TOR を出し，WG に発展していく可能性が高い。 

 2013 年の地方会大会はﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ，2015 年はインドになる予定である。 

 

（６） B3： 小林委員長（東京電力） 

 2011 年 1 月に国内分科会を開催。分科会幹事/WG ﾒﾝﾊﾞ 16 名で幹事会を構成し活動を展開している。 

 4 月 7 日に B3（変電所）国内シンポジウムの開催を予定したところ，動員をかけていないにもかかわらず，

120 名を越える参加申し込みがあった。一旦延期としたが，時期をずらして是非とも，開催したい。 

 ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ関連の検討が近年活発化しており，B3 での方向性についても今後，論議を進めていく予定。

一般論文の Electra 掲載に関連して，上原氏（東芝）が本部査読委員として参画することになった。 

 2011 年 5 月に定例会議を IEEE 変電所分科会との共催でシカゴ開催した。CIGRE のポテンシャルが高い

という印象を持った。日本 AE ﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑｽﾞ岡田氏，中部電力 今川氏，東芝 上原氏がﾁｭｰﾄﾘｱﾙ/ｺﾛｷｳ

ﾑにおいて講演したが，日本への期待が高まった会議となった。 
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（７） B4： 高崎委員長（電力中央研究所） 

 B4 関連では，AG：２．WG（JWG 含む）は 15 が活動している。これらの内，７WG に延べ 9 名が日本から参

加している。DESERTEC プロジェクト（大規模 DC グリッドに関するもの）に関連して，５つの WG が同時に

立ち上がった。現在は，日本からの対応について調整中である。 

 2011 年は 10 月にｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ﾌﾞﾘｽﾍﾞｰﾝ/ﾒﾙﾎﾞﾙﾝで SC 会議/ｺﾛｷｳﾑが開催。2013 年はﾌﾞﾗｼﾞﾙの予定。 

 WG 活動においては，ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定に関する，つまり IEC 文書に直結する技術検討が増加しているため，

注意深い対応を心がけている。技術テーマとして，HVDC グリッド，大規模再生可能エネルギー送電に注

目が集まっているが，現在の日本の状況，ニーズとはやや次元が異なるため，こちらへの対応は苦慮し

ている。 

 

（８） B5： 伊藤委員長（中部電力） 

 B5 は 19 名のﾒﾝﾊﾞで構成しているが，実務は幹事会（14 名）を年 6 回程度開催して対応している。至近で

は，9 月に開催されるｽｲｽｺﾛｷｳﾑへの対応について協議した。 

 ｽｲｽｺﾛｷｳﾑには日本から４編の論文を提出した。ﾁｭｰﾄﾘｱﾙでは，IEC61850 に関する内容が取り上げら

れる予定。日本からの出席は震災の影響もあり，11 名程度と予想している。 

 2011 年には現時点で 4 つの WG（B5.42～45）が新規に設置された。B5.45 以外の 3 つの WG に日本から

ﾒﾝﾊﾞを派遣している。 

 

（９） C1： 高野委員長（関西電力） 

 年 2 回程度，国内分科会を開催している。至近では 5 月 20 日に国内分科会を開催し，ﾌﾞﾗｼﾞﾙ・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳ

ﾑの報告他を行った。 

 C1 大では，12 の WG が活動を行っているが，内，9 つの WG の検討に参画している。 

 C1 定例会議は 4 月にﾌﾞﾗｼﾞﾙ・ﾚｼﾌｪで開催されたが，参加者が 20 名程度と少なかった。前回の定例会議

で提案された新 WG の準備状況及びその取り組み内容について論議された。また，最近の自然災害によ

る電力系統の被災事例を受け，災害時の電力系統計画面での対応について論議された。 

 2013 年の定例会議は南アフリカで開催される方向で調整中。C2 との共催となる。 

 

（10） C2： 長江委員長（中国電力） 

 C2 の定例会議はﾌﾞﾗｼﾞﾙ・ﾚｼﾌｪにて開催。2012 年パリ大会での Large Disturbance Workshop への対応に

関連し，原子力を除く東北関東大震災の被害状況について，日本に対し発表の依頼があった。 

 2013 年の定例会議は，日本へ招致するものの，C1, C6 との共催で，南アフリカとなった。2009：中国，

2011：ﾌﾞﾗｼﾞﾙ，2013：南アとなり，2015：欧州となると思われるが，アジア地区の開催順（2017 以降）となる

際には，再度，日本への誘致に向けて，チャレンジしていきたい。 

 「大規模停電から得られた教訓」の WG（C2.21）に関連し，各国に詳細に分析する事象が割り振られ，日

本は，2007 年の柏崎刈羽原子力発電所停止に関する事象が選定されたが，東北地方太平洋沖地震か

らの復旧を優先させるため，当面は対象外として扱っていただくこととなった。 

 

（11） C3： 中神委員長（関西電力） 

 電力：７名，大学：２名，研究機関：3 名，メーカ：１名の 13 名で活動を行っている。 

 C3．05（分散型電源の環境影響），06（計画アセスメント），09（コリドーマネジメント），B4/C3/B2.50（高圧

直流送電線の電界とイオン電流）などの WG 活動の報告書内容について，本部から意見照会があり，国

内分科会で対応している。 

 本部から新 WG の設立がアナウンスされており，日本からﾒﾝﾊﾞを出す方向で調整している。 

 C3 定例会議は 10 月にイスラエルで開催予定。ｺﾛｷｳﾑのﾃｰﾏは「長距離及び越境電力系統連携：戦略，

持続可能性，環境及び社会面」である。 

 2013 年に EMF ｺﾛｷｳﾑが開催される予定であり，日本開催も打診されている。JNC から資金的援助を期

待している。 

 

（12） C4： 本山委員長（電力中央研究所） 

 本年の定例会議は，ﾌﾞﾗｼﾞﾙ・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに合わせて，ﾚｼﾌｪで開催された。5 つの AG を 3 つに再編するとと

もに，WG 数の上限を 25 とすることなどが話し合われた。 

 ﾚｼﾌｪのｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑは盛会。約 250 名が参加した。C4 関連で日本からは本山委員長が参加した。 

 C4 では複数の CIGRE WG の開催を助成したり，ISWL2011（冬季雷に関する国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ）などの国際

会議や電気学会高電圧研究会に協賛を行ったりし，CIGRE のプレゼンスの向上に努めている。この関連

で，2012 年にｺﾛｷｳﾑ日本開催を企画しており，JNC からの資金的援助を期待している。 
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（13） C5： 岡本委員長（東京電力） 

 13 名の国内ﾒﾝﾊﾞで対応している。 

 EU 指令の実現に向けた，Un-bundling 関連の検討内容が多い。お役人がｺﾝﾋﾞｰﾅに就任すると，数年で

異動してしまい，検討のまとめがされないという状況があり，苦慮している。11 の WG が立ち上げられた

が，最後まで検討を行ってまとめ切るということがされないこともあり，残念である。 

 2011 年にはシドニーでｺﾛｷｳﾑが予定されているが，昨今の事情により日本からの論文投稿を中止せざ

るを得なかった。今後は，2012 年パリ大会の論文採択連絡を受け，良質な論文を準備することとしたい。 

 

（14） C6： 大山委員長（横浜国大） 

 国内分科会ﾒﾝﾊﾞは 17 名で構成している。2002 年からは，国際会議ﾒﾝﾊﾞ 13 名（一部重複あり）と一体に

なり，各種の対応を行っている。国際会議ﾒﾝﾊﾞは徐々に増えているが，現在程度の人数がやりやすい。 

 2011 年 AORC のﾃｸﾆｶﾙ・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞには C6 から 2 件の論文を投稿している。 

 2013 年の SC 会議を日本に招致するよう働きかけているが，9 月のﾎﾞﾛｰﾆｬで開催される SC 会議におい

て了解されるかどうかが明確になる模様（SC C2 より，C1・C2・C6 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑが南ア開催に決定したとの

情報あり）。2015 年については何とも言えない状況であるが，他の SC との組合せで良い物があるかどう

かが分からない。 

 

（15） D1： 穂積委員長（豊橋技科大） 

 国内分科会ﾒﾝﾊﾞ 27 名（うち 12 名が大学関係者）で活動を行っている。 

 現在は，9 月に A2 とｼﾞｮｲﾝﾄで開催する京都ｺﾛｷｳﾑの完遂に向けて活動を行っている。ｺﾛｷｳﾑの前週に

は電気学会主催の ISEIM（電気絶縁材料に関する国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ）が同じ同志社大学を会場として開催さ

れる予定であり，2 週間，掛かりきりになりそうである。 

 WG の数が多く，個々の活動内容について把握するのが大変であるが，情報共有をできる限り図り，何と

か，不満が出ない状況になっていると思っている。 

 CIGRE との連携，電気学会 A 部門の EINA（アジア電気絶縁ﾆｭｰｽ），国際会議などの活動を通じて，ｱｼﾞ

ｱ・ｵｾｱﾆｱとの連携を図るように注力している。 

 

（16） D2： 森原委員長代理（九州電力） 

 WGD2.26（電力会社における通信サービス，配信モデル，ｱｰｷﾃｸﾁｬ管理モデル），D2.29（通信網・ﾃﾞﾊﾞｲ

ｽ，顧客構内，ﾓﾊﾞｲﾙ利用者へのｱｸｾｽ）に参加して活動を行っている。2011 年ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝでの SC 会議に

おいて新たに 5 つの WG が新設される予定。新 WG には日本としてすべての WG にｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾒﾝﾊﾞ

を出す予定にしている。 

 国内分科会の活動では，TV 会議なども活用して，効率的な調整・論議・準備を行っている。 

 

１３．閉会挨拶： 横山副委員長 

 長時間にわたり，熱心に論議していただきました。有難うございました。本日の論議を通じ，各国内分科会に

おいて各員がそれぞれにご活躍をいただいていることが分かり心強く感じました。今後は，各国内分科会の

会員比率を５０％以上に上げていただくように，是非，各委員長からの働きかけをお願いいたします。 

 若手メンバーのパリ派遣については，仕組みができてから動き出しても遅いので，今から準備をして，該当者

の推薦をお願い致します。 

 

 本日の議事を終了したので，１７：００，委員長は閉会を宣言した。 
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＜参考： ＳＣ会議日本開催の可能性について＞ 

ＳＣ 状況 ２０１１ ２０１３ ２０１５ 

Ａ１ 
 2015 年の日本開催は可能性あり。 

 
北京 欧州？ ？ 

Ａ２ 
 2011 年に日本（京都）でＤ１と合同でｺﾛｷｳﾑ開催。 

 
○ スイス － 

Ａ３ 
 2005 年に実施済み（東京）。 

 
ウィーン 北京 － 

Ｂ１ 
 2007 年に実施済み（大阪）。 

 
上海 － － 

Ｂ２ 
 2009年は韓国，2011年はアイスランドで，至近年の日
本開催は難しい。2017 年は可能性あるか。 

アイスランド ニュージーランド インド 

Ｂ３ 
 2005 年に実施済み（東京）。 
 2010 年11 月に東京で SAG/CAG/TAG 会議開催済み。

シカゴ 
ブリスベン 

（豪州） 
？ 

Ｂ４ 
 2007 年に実施済み（大阪） 

 
豪州 ブラジル ？ 

Ｂ５ 
 2009 年は韓国に敗れた。 
 前本部委員長は他ＳＣとのジョイント開催を嫌っていた。

ローザンヌ
（スイス） 

ブラジル ？ 

Ｃ１ 
 2007 年に実施済み（大阪） 

 
レシフェ 

（ブラジル）
南ア － 

Ｃ２ 
 2013 年の日本招致ならず。 
 2017 年以降，日本招致を再チャレンジしたい。 

レシフェ 
（ブラジル）

南ア ？ 

Ｃ３ 
 2013 年には，ＥＭＦｺﾛｷｳﾑを日本で開催したいとの意
向あり。 

テルアビブ
（イスラエル）

○ EMF 
コロキウム 

？ 

Ｃ４ 
 2009 年にｺﾛｷｳﾑ実施済み（釧路）。 

 
レシフェ 

（ブラジル）
－ － 

Ｃ５ 
 2009 年中国，2011 年豪州で，アジア太平洋が続くため，
2013 年日本開催は厳しいか。2015 年は可能性あり。 

シドニー 
（豪州） 

－ ？ 

Ｃ６ 
 2013 年の日本招致ならず。 ボローニャ

（イタリア）
南ア ？ 

Ｄ１ 
 2011 年に日本（京都）でＡ２と合同でｺﾛｷｳﾑ開催。 

 
○ 欧州 － 

Ｄ２ 
 2009 年にｺﾛｷｳﾑ実施（福岡）。 

 
アルゼンチン － － 

 

以 上 


